
【電力需給安定（ピークカット効果）】

３,８００～４,３００万kＷ
コージェネ・燃料電池の電力量では、

年間電力需要量の１５％程度

【省エネルギー・省コスト効果（原油換算）】

省エネ：８２６万ｋｌ／年

省コスト：４，５００億円／年

国内の最終エネルギー消費量の約２％に相当

【ＣＯ２削減量】

約６,２００万ｔｏｎ-ＣＯ２／年

国内のエネルギー起源による

ＣＯ２排出量の約５％に相当

【内需拡大（２０３０年時点）】

左記ガスシステム設備投資額

１．２～１．５兆円／年

国内の民間設備投資額の約３～４％に相当

期待される効果（現状比）

出所：日本ガス協会「2030年に向けた天然ガスの普及拡大」（2011年10月27日発表）に加筆

①コージェネレーション

４８２万kＷ ６倍 ３,０００万kＷ

②ガス空調（電力ピーク換算）

約1,400万kW相当 約2,600万kW相当

③産業用熱需要の天然ガス比率

１１．５％ ２５．０％

④家庭用燃料電池

４万台 ５３０万台
※LPG含む

⑤天然ガス自動車（ＮＧＶ）

４万台 ５０万台

２０３０年に向けた取り組み

２倍

２倍

１２５倍

１２倍

（１,３８２万冷凍トン） （２,６００万冷凍トン）
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図表３ 2030年に向けた取り組み
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